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M32b 大規模磁場構造変動に起因するＣＭＥの研究

西野洋平（国立天文台）、飯田 衛、日江井栄二郎（明星大学）

= 太陽面では、磁場に起因すると考えられる様々な活動現象が見られる。小は filigreeやＸ線輝点から大はフ
レアやＣＭＥなどである。太陽面で見られる規模からもまたエネルギー的にも最大の現象はＣＭＥであり、これ
の発生原因は太陽面上の大規模な磁場構造の変動によるものではないかという仮定の基に、１９８０年１１月か
ら１９９６年１月にわたる太陽面の磁場の様子を調べた。その結果、或るＣＭＥは、一方の極性が支配している
領域に、それとは別の極性領域が半島状に侵入しているところで発生していることがわかった。しかし、ＣＭＥ
でも半島状の極性領域以外でも発生しているものもある。この差違は何であるかに付いても調べたい。
　我々はこの研究を行うに当たり、Solar-Geophysical Data prompt= reports（ＳＧＤ）に掲載されているＨα
　 Synoptic Chart とMagnetic Field= Synoptic= Chartをデジタイズし、データベース化してきた。両チャー
トとも掲載データは太陽面緯度±７０度の範囲をカバーしており、それをイメージスキャナで読みとり、Ｈα　
Synoptic= Chartにはコロナホール、ダークフィラメント、黒点等の現象に色分けをほどこし、Magnetic= Field

Synoptic Chartはその極性、磁場の強さに応じて着色した。　両画像は同じサイズに作成しコンピュータ上で重
ね合わせることも可能であり、これらの詳細についても報告する。


